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い評価を得ています。そこでは、日本
の「おもてなし」の心も、深く「輪」
に貢献していました。
　今回のＡＰＰＳを通してできたつな
がりや絆を大切に、そして、スタッフ
や参加者と共に、今回の経験を将来に
生かし、次につなげていただけたら幸
いです。

　４）運営

　運営に際し、大まかな方針を初期メ
ンバーで決め、運営に関わるスタッフ
の募集をTw i t t e rで始めました。運営
の経験がないスタッフでも、たくさん
の方にチャンスをあげたいという想い
から、興味を持ち一緒にやりたいとい
う想いを持ってくれた仲間を積極的に
取り込んでいきました。仲間の募集を
する傍らで、資料作成や開催地決定の
ために様々な場所に足を運びました。
開催地は、開催規模、予算、そして立
地を考慮し決めました。
　ＡＰＰＳ2013実行委員会の結成当
初は、右も左も分からない中、過去に
開催経験を持つ先輩方のアドバイス
や、専門機関の助言を参考にしながら、

私たちなり
に考え、一
歩一歩進ん
でいきまし
た。
　仲間が徐
々 に 増 え、
組織編成の
ために９つの統括を設け、それぞれが
責任を持ち仕事に取り組みました。学
生と社会人との一番大きな違いは、有
志で運営を始められる点だと思いま
す。「向き不向き関係なく、興味があ
ることに挑戦できる」、そんな自由さ
を持った組織だったと思います。
　そんな初心者ばかりの実行委員会で
は、苦労はつきもので、私が一番苦戦
したのは人を動かすことでした。開催
するにあたり、多くの人に働きかける
必要がありました。どのように働きか
けたら、人が動いてくれるのか、毎日
考え続けていました。その中で見つけ
た私なりの答えは、相手への思いやり
や感謝の気持ちが自然と人を動かすの
ではないか、ということです。
　やり方は人それぞれで、絶対的な正

解はないと思いま
す。自分に合った
やり方で、自分ら
しく振る舞うのが
正解への一番の近
道 だ と 感 じ ま し
た。
　開催までの準備
期間では、宿泊先
や会場の手配、後
援依頼、財団資料
の作成、企業様対
応、広報活動、企
画運営、参加者対

応等、あらゆる準備を要しまし
た。参加者のためにどうしたら
喜んでもらえるのかを常に考え
ながら、準備を進めていました。
　中でも、場所も東京近郊とい
うことで、スタッフ分合わせて
約450人を同じ場所に泊めてい
ただけるところを探すのはとて
も大変でした。また、後援や協
賛を得ることにも、様々な工夫や苦労
を要しました。学生ゆえに考えが至ら
ないことも多々あり、たくさんの失敗
と経験を積み重ねていきました。
　そんな中、“Time is money”と言い
ますが、本来の意味とは解釈がずれて
しまいますが、社会人の方に貴重なお
時間をいただき、業界に関する貴重な
お話やたくさんのアドバイスをいただ
けたことに、お金に替えられない価値
を感じました。支えてくださった全て
の方に、心から感謝申し上げます。
　私たちは、“Sel f -medicat ion ~be 
your healthcare partner?”をメインテ
ーマとして掲げて、準備しておりまし
たが、社会的にも意義のある国際会議
にするために努力してまいりました。
厚生労働省、文部科学省、そして多く
の薬学系の団体のご後援をいただき、
たくさんの方々に応援していただいた
こともあり、「日本で開催する意義」
や「学生が開催する意義」を常に心に
とめ、参加者や一般の方へ少しでも発

信し、還元できる国際会議にするよう
心がけました。
　ＡＰＰＳ開催間際にもたくさんのス
タッフが増え、最終的には約110人の
スタッフと共に運営を行いました。当
然、以前からいるスタッフ、来たばか
りのスタッフでは、ＡＰＰＳに対する
考え方も違っていたと思います。
　しかし開催当日、約400人の参加者
を目の前にして、全員が「参加者のた
めに」という想いのもと、責任と自覚
を持って自分の任務を遂行していまし
た。開催前の事前調査でも、参加者か
ら多くの期待の声をいただき、それに
少しでも応えられるようにという気持
ちで常に取り組んでいましたが、実際
の参加者を目の前に、こんなにも笑顔
のあふれる素敵な国際会議をつくりあ
げることができたのは、間違いなくス
タッフみんなが一致団結して取り組ん
だ成果だと確信しています。
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